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研究成果の概要（和文）：　社会と共同体全体を破局的状況に追いやり、多くの人々の生命を奪い、生活基盤を
根こそぎ破壊するような大規模な災厄が繰り返し生起している。
　本目的は、破局的状況を経験した被害者・被災者がもつ自前の危機突破力に着目することで、現代世界の危機
に対処するレパートリーを拡張する試みにつなげることにある。そのさいの核心は、彼ら被害者が創造し編成す
る新たな共同性である。異常な空間に他者への寛容性と開放性をもたらすことで、危機突破のための新たな共同
性を生成している点に注目し、これまで被災・被害研究が見落としてきた危機突破の方向を展望する。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on their own capacity to cope with those victims and 
sufferers of catastrophes, and it can extend options of problem-solving channel to survive the 
catastrophe in the contemporary world. The aim of this study lied in this point. What is most 
examined here is a creative capability of ordinary people to newly form communality and solidarity 
among themselves. Those victims/sufferers would bring tolerance and openness to others onto the 
spaces/worlds of catastrophe, and finally generate a new form of communality/solidarity. This new 
form has been overlooked and ignored by those studies of disaster so far.

研究分野： 文化人類学、アフリカ地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　破局的災厄を経験し生き残った人々は、いったいどのようにして、災厄を乗り越えていくことができるのだろ
うか。
　本研究は、外部からの支援ではなく、深刻で破滅的な被害を経験した当事者が、さまざまな異質な思考、価値
観、方法をつなぎ合わせ、張り合わせながら、自前で危機を突破する力を創出し被害者自身が災厄を乗り越えよ
りよき生を創造するのかについてそのメカニズムを解明することで新たな視点を提供する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現代世界はさまざまな種類の避難民を作り出している。例えばケニア社会を見ても、1960

年代から続いている周辺国の内戦を逃れてUNHCRの難民キャンプに避難してきた人々、1990
年代の民族浄化紛争、2007-8 年にケニア社会を内乱直前まで追い詰めた「選挙後暴力」といっ
た政治的動乱による避難民、気候変動による洪水や旱魃で故郷を追われた人々、政府や国際機
関による資源開発や環境保全政策による開発・環境難民など、多様な理由で多様なタイプの人々
がホームランドを離れてキャンプなどの新しい環境のもとで生を営んでいる。従来の研究にお
いては、避難民が避難先で従来の社会関係をいかに再現的に構築できるかが問題とされてきた。
オリジナルなコミュニティ（人間関係）を再生することが、避難民の適応を助け、苦難のトラ
ウマを癒すと考えられてきたからである（Njogu,2010）。しかし、現実にこうした「オリジナ
ルな共同性の再現」の強調は、多くの問題を生み出している。例えば、それが内向きの閉鎖的
共同性を強化し、異質な人びとや集団への区別と排除の原理に転換したり、雑多で多種多様な
文化的・社会的背景を持つひとびとの間の共同性創出を阻害したりすることが指摘されている
(Wanyeki, 2008)。 
こうした避難民の多様性と避難先における彼らの共同性の再現とその問題については、ネパ

ール社会においても同様の議論が確認できる。ネパールは 2015 年 4 月 25 日大規模な地震が発
生し、約１万名が犠牲となり、多くの避難民が今日も仮設テントで暮らしている。彼らに対し
てカトマンズ盆地の避難民援助組織はカーストやエスニシティの異なる人々が生活と食事をと
もにする状況が生じさせる緊張と不安定さを解消するために、分離の原則（オリジナルな共同
性の再現）を採用した。その一方で、危機に際して生活の論理の共同性の再構築を展望する方
向性も、マオイストによる武装闘争と社会運動を事例にした研究などの中に見出すことができ
る（Karki, 2011）。 
本研究は、多様な避難民研究から、自然災害による避難民と政治的動乱による避難民を取り

出し、「オリジナルな共同体の再現」論とは全く異なる視点から、彼らがオリジナルな社会を破
壊された先に、いかにして新たな共同性を創造し、どのような共同体を生成するのかを検討す
る。 
２．研究の目的 
現代世界において、多くの人々の生命を奪い、生活基盤を根こそぎ破壊するような大規模な

災厄が繰り返し生起している。戦争や内乱時のジェノサイドあるいは巨大地震などの自然災害
などによって、夥しい数の犠牲者が生まれ、コミュニティが破壊され、自身や家族の生命と安
全を脅かされながら避難を余儀なくされる人々が大量に出現している。 
 こうした破局的災厄を経験し生き残った人々は、いったいどのようにして、その災厄を乗り
越えていくことができるのだろうか。たんに生の営みを継続し、生活世界を復旧するだけでな
く、いったいどのようにすれば、よりよい生を、以前より充実した生を創造することができる
だろうか。 
 本研究は、外部からの支援ではなく、深刻で破滅的な被害を経験した当事者が、さまざまな
異質な思考、価値観、方法をつなぎ合わせ、張り合わせながら、よりよい生を築きなおして行
くメカニズムを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
研究計画は４期に分け、初年度に１期と２期、次年度に３期と４期を実施する。現地調査は

１期と３期に実施する。第１期はケニアとネパール社会において、歴史的に避難民を生み出し
てきた危機的状況を、地震などの自然災害と紛争などの社会的動乱に二分して俯瞰し、共同性
の解体・混乱過程を把握する。第２期は、１期の現地調査に基づき、危機的状況において新た
な共同体と共同性がいかにして生成されるかについて、災害と戦乱についてそれぞれ一つの危
機的状況を取り上げ考察する。第３期は、ネパール研究者とケニア研究者が相互のフィールド
を訪問して、共同体生成の類似性と相違性を確認する。第４期は、３期の調査の成果を共有し
つつ、共同体の再創造について、生活知による複数の紐帯原理の接合という観点から比較総合
する。分担者以外に、連携研究者、現地の研究協力者、若手研究協力者によってケニア班とネ
パール班を構成する。 
 初年度１期は、ケニアとネパール社会において、歴史的に避難民を生み出してきた危機的状
況を、地震などの自然災害と紛争などの社会的動乱に二分して俯瞰し、共同体の解体過程を把
握するための現地調査を実施する。第２期は、その現地調査の成果に基づいて、危機的状況に
おいて新たな共同体と共同性がいかにして生成されるかについて、災害と戦乱についてそれぞ
れ一つの危機的状況を取り上げ考察する。 
2 年目の第３期は、ネパール研究者とケニア研究者が相互のフィールドを訪問して、破局的

状況下における避難民の共同体生成メカニズムの類似性と相違性を確認し、生活知による複数
の紐帯原理の接合という観点から比較総合のための合同調査を行う。本研究の理論的挑戦の一
つは、破局的状況に陥った人々が共同性を新たに編み出してその危機を突破していくメカニズ
ムを明らかにすることを通して、災害・戦乱の被害者が自らの能動性に基づいて事態を解決す
る可能性を提示することであり、もう一つは、こうした破局的状況下における共同性の生成が、
民族文化や国家の政策とは別次元の、普遍的な生活世界の論理によって主導されている過程を
解明することである。そのために、南アジアと東アフリカという歴史的にも政治・文化的にも



異なる二つの文明圏に属する社会において、それぞれ異なる破局を経験した人々の共同性構築
のための実践を同一の視角から比較しながら、その普遍性の検討を行った。第４期として、創
造的接合知としての生活知を理論的に検討し、両社会の研究成果を総合することによって定式
化を試みた。 
 
４．研究成果 
現代世界において、戦争や内乱時のジェノサイドあるいは巨大地震などの自然災害などによ

って、夥しい数の犠牲者が生まれている。こうした破局的災厄を経験し生き残った人々は、い
ったいどのようにして、その災厄を乗り越えていくことができるのだろうか。たんに生の営み
を継続し、生活世界を復旧するだけでなく、どのように、よりよい生を創造することができる
だろうか。この問いかけに応えるために本研究は、韓国、ネパール、ケニアの破局的災厄のサ
バイバーの生活世界に依拠して、より充実した生の創造の可能性を検討することを試みた。戦
争中、広島と長崎に強制的に徴用され被爆させられた韓国人の元徴用工被爆者の恨のライフヒ
ストリーからは、彼らが故郷に帰還後にどのように助け合い、日本と三菱に対する「補償」を
求めて来たのかが明らかになった。彼らが採用した一つの方策は、日本と韓国における「法廷」
を通じて奪われた生を取り戻す選択だった。 
 一方、カトマンズ盆地を襲った巨大地震によって生命、財産、コミュニティを破壊されると
いう経験を生きてきた人々は、正常な生活への復帰の拠点として、自らの手で簡易コミュニテ
ィセンターを建設し、高齢者のケア、女性の自立支援などのコミュニティ活動を自前で組織し
始めた。こうした活動実績を活用して、コミュニティセンターへの公的支援の拡充を引き出し、
より整備された拠点として新しい公的施設を獲得した。 
 ケニアにおける度重なる「選挙後暴力」などの政治的暴力の被害を受けてきたナイロビのイ
ンフォーマル居住地区の住民は、国際的なあるいは公的な支援ではなく、多様な方策を工夫し
てつなぎ合わせながら自前のポリシングシステムを創発的に構築し危機に対処するようになっ
た。 
 このように破局的災厄からの脱出のために、「法」「コミュニティ」と「公的支援」「創発的連
帯」など多様な処方箋をサバイバー達が創造していることがわかった。 
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